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「自己集合性ペプチドの眼科分野への応用」 
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要旨：　眼科疾患の中でも網膜の疾患は病状悪化が失明に直結するもの
が多く、その治療は重要である。治療方法の開発がすすんではいるが、今な
お、課題が山積している。我々は、新規開発した自己集合性ペプチドを用
いて、その課題解決に取り組んでおり、本発表では、その技術概要と、具体
的な取り組みについて発表する。

「抗VEGF薬物治療の現状」
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「網膜剥離治療の現状」
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